






り、南紀・熊野地区（三重県、和歌山県）におい

て、自然・歴史・文化などの地域資源を活かした、

地域振興との融合を目指した観光形態の整備を進

めます。

事業実施機関：平成16～18年度

事業内容：シンポジウムの開催、推進体制構築、

人材育成、基本計画の策定、エコツ

アー実施等

4 
4－1 森林環境の保全
) 森林計画の策定

北伊勢森林計画について、地域森林計画樹立の

ための諸資料の作成及び修正を行うとともに、南

伊勢、尾鷲熊野、伊賀の各地域森林計画の変更と

合わせて、伐採届出箇所の実行調査等を行います。

また、市町村森林整備計画の適正な実行確保を

支援するとともに、森林所有者が樹立する森林施

業計画の策定について支援をします。

* ＦＳＣ森林認証の推進

環境に配慮した持続可能な森林経営への国際的

取り組みを認証するＦＳＣ森林認証のＰＲを進め

ます。

+ 環境公益性を高める多様な森林づくり（環境林

整備）の推進

水源かん養や山地災害防止など森林の持つ公益

的機能の高度発揮を主な目的として、針葉樹や広

葉樹が混交した多様な森林づくりを公的に行う森

林環境創造事業を軸とした環境林整備を進めま

す。

, 二酸化炭素の吸収・固定を高める森林吸収源対

策の推進

地球温暖化防止のための二酸化炭素の吸収・固

定量の増加と水源かん養などの森林の持つ公益的

機能の高度発揮を目的として、地域と行政が一体

となった環境林の公的管理など森林吸収源対策を

進めます。

- 「森林環境教育のための条件整備の推進」

三重県型ゾーニングにより環境林として区分さ

れた森林での活動を対象に、環境林の理解を深め、

森林・林業に携わる人材育成のため、環境教育や

森林レクリェーション、健康づくり等の活動を支

森林・農地・沿岸海域の環境の保全

援します。

また、子どもたちを次代の森林や環境を支える

人材として育成するために、学校林を活用した交

流活動や森林体験学習等に必要な学校林の環境整

備を図ります。

. 持続可能な森林整備の推進

造林・間伐事業、林道事業を生産林において積

極的に実施することにより、森林資源の環境を基

礎とした力強い森林づくりを進め、二酸化炭素の

吸収や水源のかん養など、森林の持つ公共的機能

を増進します。

/ 森林の適正な管理の推進

高度な公益的機能を持つ森林を保安林として指

定し、公的な管理を進めるとともに、林地開発許

可制度の適正な運用により森林の適正な管理を行

います。

0 保安林の持つ公益的機能の高度発揮

水源かん養や土砂流出防備に加え保健休養機能

など、多様で高度な機能を持つ保安林の保全を図

るため、間伐等による森林整備とコンクリートダ

ム等の治山施設の設置を、一体的に実施する、総

合的な治山対策等により適正な管理を行います。

1 林業担い手の育成等

「財団法人三重県農林水産支援センター」にお

いて、ＩＪＵターン等林業への新規就業就職への

受入体制の整備を進めます。

また、認定林業事業体等の林業就業者の技術向

上研修等を実施します。

2 環境に優しい素材である木材の利用推進

木材を使うことが、森林の保全につながること

を啓発する取組を実施します。

また、消費者が満足する木材を使った家づくり

を提供する「顔の見える木材での家づくり」を実

施し、木材の利用推進を図ります。

4－2 農地環境の保全
) 農業の担い手の育成

新規就農者の参入促進、経営体の育成等を支援

する「財団法人三重県農林水産支援センター」に

おいて、就業希望の段階から、経営の発展段階ま

でを総合的に支援します。

また、農地の効率的適用を図るため、担い手へ
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